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子どもが多様な情報を整理 ・ 活用し
， 実感を伴っ た理解を深める理科授業の工夫

直接体験の 重視 と ICT の 効果的な活用 を通 して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉元　輝明

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 YOSHIMOTO　Teruaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　 垂水市立垂水小学校

【キーワー ド】　 情報，実感を伴 っ た理解，直接体験，ICT活用

1　 問題と目的

　　理科の 学習で は，子どもが観察，実験等の 具体

的な体験を通 して得た情報をもとに，自然の 事

物 ・現象に つ い て の 考えをもつ こ とが大切 で ある

　と考える。 子どもは学習活動 の 中で多様なト静 艮を

獲得して い ると思われるが，重要な気付きをあま

　り意識 しない まま思考して い る可能陸がある。

　 子 どもに獲得した 1青報を意識させ るには ， 思考

　した こ とを言 語化する とともに，視覚的に確認で

　きるよ うにす るこ とが有効であると考える。

　 そこ で本研究で は ， 子 どもが考えた こ とを思考

マ ッ プを用い て構造化 し，獲得 し耐 青報を視覚化

する学習活動を取 り入れた実践を行い ，そ の 有効

性を検証するこ とを 目的とする。

2　研究の仮説

　 観察 実験な どの 直接体験によ り獲得した1青報

　を，1（rrの 効果的な活用や 言語活動を通 して，視覚

的に整理 ・活用する学習活動 を充実させれ ば 実

感を伴っ た理解を深 め るこ とが で きるで あ ろ う。

3　研究の方法

（視点 1）多様な清報を獲得する手立 て の 工 夫

　 諸感覚を働かせて行 う直接体験をよ り効果的に

取 り入れる。直接体験で きない 自然の 事物 ・現象

　につ い ては 1（rrを活用 して提示する。

（視点 2 ）獲得した庸報を整理するための 手立ての 工夫

　　問題解決の過程で 思考マ ソ プを記述させ ，既有

知識を基に獲得 し た情報を関係付けた り，意味付

けたりする 。 学習前と学習後 の 思考マ ッ プ に記述

　された情報を比較する。

（視 点3 ）整理 した清報を活用する手立て の 工 夫

　 学習を通 して獲得 し，整理 した辭 艮を活用す る

場を設定し，日常生活 との 関連を図る学習活動を

充実させ るよ うにす る。

4　検証の結果

単元名　 6 年生 「生 き物の くらしと環境」

（視 点 1）多様な情報を獲i得する手立て の 工夫

　 単元の 導入段階で，子どもたちに身近な生き物を

提示 して触れ合う活動や，グル
ー

プ内 で言語活動を

行 うこ とで，既有知識を想起させ，子 どもの 問題意

識に沿っ た学習問題を設定するこ とができた。

（視 点2）獲得しだ青報を蟹 るための 手立て の ］去

　 思考マ ッ プ （図 1）を活用 した 言語活動を通 して，生

き物に必要な食べ物 水 空気と閲剽寸けられた情報D

数が，授業後に増加した （図2）。 生き物と環境との 関

わりを構造的に閲剰巾ナ（理解させ ることができた，

図 1 子ども力湖述した馬靨マ ップめ一部　　図2 思考マップ言酬 ゴ蘚甌数

（視点 3）整理 した情報を活用する手立 て の 工夫

　　思考マ ッ プを基に言語活動を行 うこ とで ， 新に

　獲得 したト青報の 活用 を図 り，学習内容の理解を深

　め る こ とができた。授業後の感想か ら，環境保全

　に対する見方や考え の 深まりがみ られた 。

5　成果と課題

　　実践を通して ，獲得 した庸報を視覚的に整理 し，

　活用する学習活動を充実させ れば，実感を伴っ た

　理解に つ ながる こ とが分か っ た 。 今後は ， 観察，

　実験 の 結果 を基に考察する活動 へ の 手立て や，子

　どもの思考の過程 を見取る手 立て を工 夫 して い

　きた い と考える。
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